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地域研究部が地域の伝統芸能を考える 

◇８月７日（金） 地域研究部が田の神祭ワークショップに参加 

８月５日から７日までの３日間、地域研究部の生徒が富加町主催「田の神祭ワークショップ」に

参加しました。 

「田の神祭」は、富加町で古くから続く伝統芸能で、県無形民俗文化財に指定されています。

この祭りは伊和神社で奉納されるもので、坂上田村麻呂が征夷の際、加治田清水寺を創建して

観音を祀って戦勝を祈願し、その時に豊作を祈って農民に教えた田植え踊りを起源とするとされ

ています。時代の流れもあって祭りの継承が危ぶまれる中、地元の小中学生及び一般の方々とと

もに学び、地域の伝統芸能に触れる貴重な機会となりました。 

ワークショップでは田の神祭の映像を鑑賞し、各演目を練習しました。同時に、文化財を大切に

することの意義と、地域の伝統芸能をいかにして後世に残していくかを考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


